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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は「Supporting Reactive and Proactive Source Code Refactoring: A Context-Based Approach」
と題し，英文８章より構成されている． 
 第１章「Introduction」では，本研究の背景と目的について述べている。プログラムのソースコー
ド中に含まれる Code Smellが理解性や保守性を低下させ，バグの混入などを増加させる問題を指摘し
ている。その上で，Code Smellの現在の検出技術は開発者にとって不要な多くの Code Smell 候補を検
出していること，Code Smell の発生を事前に防止するためには発生予測技術が重要であるが，そのよ
うな技術がまだ開発されていないことを述べている。本論文は，検出した多くの Code Smell候補に開
発者の視点から順位づけする技術とソースコードの改版履歴から Code Smell の発生を予測する技術を
開発することが目的であると述べている。 
 第２章「Background」では，Code Smell，Refactoring などの定義と，Code Smell の既存の検出技
術，本論文で使用するソースコードの波及解析技術，情報検索技術を概説している。 
 第３章「A Study on How Developers Filter and Prioritize Code Smells」では，開発者が何を基
準に対処すべき Code Smell を選択し，順位づけしているかを実験的手法によって明らかにしている。
その結果，課題と関連の深いモジュール（開発者の Context）を重要視しており，これらから開発者が
選択，順位づけを行っていることが判明したと述べている。 
 第４章「Context-Based Code Smells Prioritization」では，課題と関連の深いモジュールを検出
するために既存の波及解析ツールを使用し関連度を求め，その値で既存の Code Smell検出ツールが出
力した候補を順位づけする手法を提案している。実験により，この手法を評価し，開発者の Context
を考慮しない手法よりも提案手法の方が，実際に開発者が対処すべき Code Smellの順位をより正確に
求めていることを示している。 

第５章「Using Context-Based Code Smells Prioritization to Support Referred Context」では，
３章，４章では修正したモジュールの推測を目指して，課題に関連するモジュールを利用した Code 
Smell 検出を行っていたが，修正のために参照すべきモジュールも考慮することの有効性を議論してい
る。Mylynを用いて記録された課題と参照されたモジュール情報を集め，各モジュールに対しそのモジ
ュールを参照している課題数を分析し，その数値に基づいた Code Smell候補の順位づけの有用性を実
験によって確認できたとしている。 
 第６章「An Exploratory Study on Decaying Modules for Proactive Refactoring」では，Code Smell
の発生を予測するために，Code Smell の種類ごとにクラスの凝集度などの既存のメトリックスを組み
合わせ，その値の増加によって発生を予測する手法を提案している。４つの開発プロジェクトのリポ
ジトリより，各バージョンのソースコードを取り出し，メトリックス値の増加があるモジュールには，
改版が進むと，将来さらなる増加が起こり，Code Smell により近づいていく傾向が高いことを知見と
して得られたとしている。さらに，この４つのプロジェクトに対し，ランダムフォレスト法を用いて
Code Smell の予測モデルを学習させ，そのモデルの予測性能を評価することにより，メトリックスを
使って Code Smell の発生を予測する手法が有効であることを示している。 

第７章「Using Automated Impact Analysis Techniques to Improve Decaying Modules Prediction」
では，３章，４章の成果である開発者の Context を考慮することにより，Code Smellの予測性能を向
上できることを述べている。６章で使用したメトリックスに加え，波及解析ツールで出力したモジュ
ールの関連度を利用して得た予測モデルを用いて，６章で行った評価実験と同じ実験を行った。その
結果，実験対象の４つのプロジェクトのうち，３つのプロジェクトにおいて有意な予測性能の改善が
見られたとしている。 

第８章「Conclusion」では，本論文の結論を総括し，今後の課題について述べている。 



 以上で述べたように，本論文では，ソースコードに中に含まれる Code Smellを開発者の Contextに
基づいて順位づけする方法と，改版が進むと将来 Code Smell になる可能性のあるモジュールを検出す
る手法を述べており，実験を行いその有用性，既存手法に対しての優位性を確認している。Code Smell
はソースコードの理解性，保守性，信頼性を低下させることから，本手法で開発した技術は高品質の
ソフトウェアの開発に関して，学術上貢献するところが大きい。 よって我々は, 本論文が博士(学術)
の学位論文として十分価値があるものと認める。 
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